
遺伝子組換え食品には
どのような表示がされますか？

日 本

●遺伝子組換え食品の表示の仕組み（消費者庁が所管しています）

55
遺伝子組換え食品には表示が義務付けられています。

IPハンドリングされた
遺伝子組換え農作物

IPハンドリングされていない農作物
（遺伝子組換え農作物が混じって

　いる可能性がある）

IPハンドリングされた
非遺伝子組換え農作物
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表示は商品ラベルの原材料名または名称のところにカッコ書きで書いてあります。
原料として使われているのが…

　ただし、製造の過程で組み込まれた遺伝子やその遺伝子が作る新たなタンパク質が技術的に検出できない場
合には、表示は義務付けられていません（例：油やしょうゆなど）。加工食品については、その主な原材料（全原材
料に占める重量の割合が上位3位までのもので、かつ原材料に占める重量の割合が5％以上のもの）にあたらな
い場合は、表示が省略できることになっています。

※IPハンドリング（分別生産流通管理）とは、遺伝子組換え農作物と非遺伝子組換え農作物を生産・流通・加工の
各段階で混入が起こらないよう管理し、そのことが書類などにより証明されていることです。

証 ：IPハンドリング証明書（Identity Preserved Handling）

「遺伝子組換え」
（義務表示）

「遺伝子組換え不分別」
（義務表示）

・「遺伝子組換えではない」
（任意表示）

・原材料のみ（表示なし）

名　　称
原 材 料
内 容 量
賞味期限
保存方法
製 造 者

○○○
大豆（遺伝子組換え）
３００ｇ
○年△月×日
要冷蔵
○○食品株式会社
東京都○○○

15●


